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労働者の目

今こそ闘う労働組合を全国の職場に！
４大産別を先頭に全力で
11・３日比谷へ

二本柳 実

常任運営委員
教育労働者部会代表

　情勢は一変している。絶対反対を掲げて闘
う者が勝利する時代が到来している。今こそ
私たち労組交流センターが、闘う労働組合を
全国の職場につくり出す責任勢力として躍り
出るときだ。
　８月の４大産別の大会での激突が示したこ
とは、新自由主義が社会を崩壊させ、すべて
が限度を超えて進められていくことに対する
労働者の根源的な怒りの爆発であると同時に、
民営化・外注化、非正規職化を労使一体で進
めてきた連合の労働者支配の瓦解である。
　事故が頻発しているＪＲ北海道は、レール
に異常があるのに社内規定で定められた期間
を過ぎても補修していなかった箇所が 267 ヵ
所に上ることを明らかにした（９月 25 日現
在）。「特に財政的に余裕のないＪＲ北海道で
は、現場の人手不足を補うのも困難」と報じ
られ、国土交通省すら「異常事態」「安全を
軽視する企業体質に問題がある」と言わざる
を得ない危機だ。ふざけるな！　これが、国
家が不当労働行為の上に強行した国鉄分割・
民営化の結末であり、新自由主義政策がもた
らした結果なのだ。
　今日の新自由主義・民営化の破綻情勢をつ
くり出してきたのが、国鉄 1047 名解雇撤回！
民営化・外注化反対、非正規職撤廃を掲げて
闘い続けてきた動労千葉を先頭とする国鉄闘

争だということを私たちは確信をもって訴え
なければならない。
　いま、私たちは、日本階級闘争の力関係を
根底的に塗り替えることができる〝転換点〟
に立っている。
　今日の資本主義体制の最大の危機は、国家
財政の全面的な危機だ。公務員賃金７. ８％
削減は序の口に過ぎない。これまで金儲けの
材料にすることができなかった公的部門の全
面民営化、公務員労働者の総非正規職化が狙
われているのだ。
　安倍は「戦略特区」で公設民営学校の解禁
を決めた。公的部門は、教育や生活保護をは
じめとして生活と命にかかわる部門だ。ここ
に支配の最大の矛盾がある。国鉄と公務員労
働者の怒りと、４割に及ぶ非正規労働者の闘
いが結合することができたら、それは革命情
勢だ。
　職場の情勢を変えるのは、職場に絶対反対
の闘いをつくり出すことだ。交流センター会
員の決起とその決起をつくり出す地域交流セ
ンターの団結の力が問われているのだ。
　公務員労働者を先頭にすべての労働者が立
ちあがり、社会を変える時代がやってきた。
11・３労働者集会を、階級的労働運動の拠点
建設と交流センター建設の一大飛躍点として
総力決起で勝ちとろう！
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　９月 25 日に鉄建
公団訴訟の東京高裁
判決が出されました。
一言で言えば反動判
決です。でも、不当

労働行為を認めざるを得ないところまで高裁
を追い込みました。ここまで追い込んだら
本当に勝ちきりたい。11 月集会を出発点に、
新しい闘争態勢をつくっていきたいと思って
います。最高裁に向けた闘いに 26 年間の全
てをかけて闘う決意です。
　東京高裁・難波判決は、満腔の怒りを込め
て弾劾しなければいけないと思っています。
なぜなら、ここまで真実が明らかになりなが
ら「解雇撤回・ＪＲ復帰」を拒否した判決で
す。それだけで許せないし、そのことは絶対
に譲っちゃいけない。
　しかし、国鉄分割・民営化そのものの矛盾
が明らかになり、敵の側も困り果てて、判決
はとにかく理屈も何もない、詭弁の連続になっ

ています。

 10 万筆署名運動の力が押し込んだ判決！
　この判決は第一に、一審と同様、「国鉄当
局は動労千葉組合員を不利益に取り扱う目的・
動機（不当労働行為意思）のもとに、不採用
基準を作成し、名簿から組合員を外したこと」
を明確に認定しました。これそのものは僕は
大きな意味を持っていると思います。「国鉄
当局としては、当初は原告らを含む動労千葉
所属の組合員を基本的には採用候補者名簿に
記載する方針で同名簿の作成準備を進めてい
たにもかかわらず、改革労協側の姿勢に触発
されるなどして、国鉄分割・民営化に反対す
る姿勢を示していた労働組合に所属する職員
を、そのような労働組合に所属していること
自体を理由として、差別して、不利益に取り
扱う目的・動機（不当労働行為意思）のもと
に本件名簿不記載基準を策定して、原告らに
対して、これに従って、ＪＲ採用候補者名簿

動労千葉鉄建公団訴訟控訴審　９・25反動判決弾劾！
「解雇撤回」の最高裁署名を新たにスタートさせ、
11 月労働者集会の大成功を勝ちとろう！

動労千葉委員長　田中康宏

動労千葉鉄建公団訴訟控訴審判決のポイント

◇一審と同様、国鉄当局は動労千葉組合員を不利益に取り扱う目的、動機（不
当労働行為意思）の下に不採用基準を策定し、名簿から外したことを明確に認
定した。
◇それにもかかわらず、「解雇撤回・ＪＲ復帰」を拒否し、500 万円の慰謝料
のみを命ずる政治的反動判決。
◇その論理は国鉄改革法を必死に護持しようとするものであり、それゆえ矛盾
に満ちている。この判決が示したものは、国鉄分割・民営化－国鉄改革法の破
たん。



3月刊労働運動2013年 10月号

に記載しなかった」。判決はこういうふうに
明確に認定しました。
　考えてみて下さい。あの「白石事件」が起
こったり、この判決の直前には最高裁は国労
秋田闘争団の小玉さんの事件について全部棄
却する判決を出しています。これは難波に対
して「動労千葉の申し立てを全面棄却しろ」
という国家の意思だったわけです。これをは
ね返したのは動労千葉争議団、弁護団の闘い
であり、国鉄闘争全国運動をはじめとしたみ
なさんの不眠不休の闘いです。そうした闘い
がなければこういう判決が下りるはずがない。

「４・９政治和解」を弾劾して立ち上がった
ことは本当に正しかったと確信を持ちました。
　しかも、もう一点、難波裁判長は国労の
2005 年９・15 判決で、本州のＪＲ不採用問
題については、「停職６ヶ月か２回以上受け
ている者」、この不採用基準は合理的だと言っ
て全面棄却した裁判官なんですよ。多少救わ
れる可能性があると判断したのは北海道と九
州だけだったんです。同じ裁判長にここまで
言わせた。これは普通だったら考えられない
ことです。裁判長も同じで事件も同じ。だけ
ど違う判決を出さざるを得ないところに運動
の力で押し込んだんです。

 国鉄改革法の破たん
　しかし、それにもかかわらず、「解雇撤回・
ＪＲ復帰」を否定して 500 万円の慰謝料のみ
を命ずるという極めて政治的な反動判決です。
不当労働行為が認定されたときには原職復帰
以外にありません。しかしそうなっていない。
　その理屈は何なのか。「採用候補者名簿に
記載されることがただちに同社に採用される
ことを意味するものではない」。だから慰謝
料なんだと。だけど現実には採用候補者名簿
に載ったものは全員採用されています。その
矛盾を難波裁判長自身も感じているんでしょ
う。「ＪＲ各社は採用候補者名簿に記載され
た国鉄職員を全員採用したが、これは国鉄に
おいて本件基準に照らして採用することが不
相応であると判断する職員を採用候補者名簿
に記載しないとする方針の下に同名簿を作成
していたことを前提としたものであり、その
前提が違えば全員採用していたとは限らない
可能性がある」んだと言っています。
　こういうのを理屈と言いますか？　国鉄が
選別していなかったらＪＲが選別していた可
能性があるんだということです。これを合理
化するためになんと言ったか。「目的・動機
は不当労働行為」だ、だけど「選別の基準そ

最高裁で「倍返し」！　動労千葉争議団長・高石正博
　国労の裁判では本州の解雇者を全部切り捨てた難波裁判長でさ
え不当労働行為を認めざるを得なかった。どうやっても動労千葉
の解雇者を切って捨てることはできなかった。「解雇はやむなし」
という形になっているけれどもかなり押し込んでいる。押し込ん
だ力は、みんなが毎日歩いて頑張ってくれた署名運動だというこ
とを争議団のみんなが思っています。この力をゆるめずに「倍返し」で闘っていこうと思っ
ています。
　10 月から物販で全国をまわりながら、「不当労働行為が認められたんだから当然職場復
帰させろ」という闘いを展開していきたいと思います。（９月 27 日に行われた 11・３全
国労働者集会第２回実行委員会での発言を編集したものです）
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のものは不当労働行為じゃないんだ」と。労
働組合を潰そうという意思のもとにやったこ
とは不当労働行為だ、だけど作られた基準
そのものは不当労働行為じゃなかったんだと
言ってこういう判決を出した。どういう事か
というと、ＪＲは新しい会社で採用の自由が
あるから、ＪＲがやれば不当労働行為じゃな
かったんだということです。だけど国鉄が選
別したのは不当労働行為でしょ？　だったら
ＪＲが選別しようとそれは不当労働行為じゃ
ないですか。だから何と言ったかというと、

「本件不記載がなければ一審原告らがＪＲ東
日本に採用されていたはずであるとまでは認
められないものの、本件の事実関係の下で
は、原告らが採用された可能性は相当程度に
ある」。だから「慰謝料なんだ」って。
　これは本当に反動判決ですよ。ここに表れ
ているのは「不当労働行為は否定できなくなっ
た。だけど国鉄改革法という枠組みだけは必
死に護持しなければいけない」という意図で
す。これは難波裁判長の自己保身だと思いま
す。難波は白石裁判長が左遷されたことを見
ています。白石は「ＪＲ東日本に採用された
と言いうる」と判決を出しました。つまり国
鉄改革法の枠を越えてしまった。難波はこの

判決で「自分は国鉄改革法だけは絶対に守る」
ということを表明しているんです。そういう
自己保身のためだけでクビを切られて 26 年
間闘ってきた者を扱うのかということを満腔
の怒りを込めて弾劾したいと思います。
　本当に詭弁と矛盾に満ちた判決です。この
判決が示しているものは、国鉄分割・民営化、
国鉄改革法の破たんだと思います。闘いが切
り開いたものが何だったのかということから
見ると、争議団、弁護団、国鉄闘争全国運動
が全力を尽くして闘い取った大きな成果です。
　もう一点。難波はこの判決の中で一切逃げ
たことがあります。僕らが新証拠として突き
つけた井手正敬の文書（2000 年９月１日の
懇談会「国鉄改革前後の労務政策の内幕」）、
これからは一切逃げました。不採用基準は単

「解雇自由」は許さない！　動労千葉争議団・中村 仁
　難波裁判長は不当労働行為を認めたけれども金銭で
解決する判決を出しました。最高裁でも同じ判決だっ
たらダメだと思うんですよ。いま、資本がやろうとし
ている「解雇自由」ということが最高裁判決によって
確定してしまうということです。正しいということに
なってしまう。
　だからやっぱり力でこの判決をひっくり返して、不当労働行為による解雇は撤回させな
ければいけないんだという判決を出させなきゃいけないと思います。労働者の団結が出来
たときにこれは勝ち取れると思っています。（９・25 判決公判総括集会での発言です）

難波反動判決を弾劾！（９月 25 日　東京高裁前）
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に国鉄が作ったわけではなく、井手と葛西が
ＪＲ設立委員長の斉籐英四郎のところに足繁
く通って、共謀して作ったということが明ら
かとなりました。「不当労働行為意思」は国
鉄がもっていただけではなくＪＲももってい
たということが書かれているわけです。今回
の判決の全てがひっくり返る内容です。ここ
でひっくり返れば労働運動の歴史は変わりま
す。だから思い切って闘う。26 年間のすべ
てをかけて最高裁闘争に立ち上がりたいと思
います。この思いで11月集会も成功させたい。

 ＪＲ北海道で起こったことは何か
　次に、ＪＲ北海道における安全崩壊の問題
です。この問題を焦点に押し上げたい。９・
25 判決と安全の全面崩壊、これであらため
て国鉄分割・民営化の一切を問い直す。そう
いう闘いを展開したいと思っています。
　新聞記者が今回の問題について、国鉄分割・
民営化で十分な経営基盤がない北海道を切り
離した点と今回の問題の関連性を官房長官に
質問したそうです。官房長官は「ＪＲ九州、
四国、貨物会社はしっかり経営されている。
人命に関わる極めて重大な問題を放置してい
ることはあり得ない。北海道だけの問題だ」

と答えたそうです。ＪＲ貨物がしっかり経営
されているんですか？　26 年間労働者の賃
金を下げ続けて今はもうどうにもならなくなっ
ているんですよ。
　さらにもう一点許せないのは、「ＪＲ北海
道には複数の労働組合があって、その活動の
影響で職場内の連携不足を招いていたことが
今回の事態を引き起こした」と言っているこ
とです。
　考えてみてください。ＪＲ北海道の労組の
構成比率は、7000 名あまりのうちの 6000 名
弱がＪＲ総連です。複数労組なんて冗談じゃ
ないですよ。責任があるとすればＪＲ総連に
あります。労働組合に責任をなすりつける事
で解決が付くはずもありません。ここに事態
の深刻さが表れています。

 分割・民営化の行き着いた結果
　一言で言ってこの根本原因は、国鉄分割・
民営化のツケがつもりつもって、すべてが崩
れ落ちようとしていることにあります。
　線路の問題については、2007 年の時点で
３千数百ヵ所のレールに破断しかねない傷が
あったと言われています。それから５～６年
たっている。もうひとつ注目しているのは、

動労千葉の闘いで千葉支社管内 160㌔のレール交換を実現
　2004 年～ 05 年にかけて、ＪＲ千葉支社管内でも相次
いでレールの破断が見つかった。
　「闘いなくして安全なし！」－動労千葉はただちに闘
いに立ち上がった。ストライキで闘い、列車の最高速度
を落として運転する闘争もやり抜いた。その結果、千葉
支社管内で 160㎞ものレール交換を実現させた。
　ＪＲ北海道で起きている現実は、東日本でも同じだ。

ＪＲ東日本も、利益優先に突っ走り、鉄道輸送の根幹をなす線路や保安装置、電車の保守・メ
ンテナンス業務を全面的に外注化し、検査周期を延伸してきた。分割・民営化以降 26 年、会
社は闘う労働組合つぶしに力を注ぎ込み、鉄道会社としての使命すら忘れ、安全を切り捨てて
きた。その行き着いた先に相次ぐレール破断が起こったのだ。
　安全は崩壊すべくして崩壊したと言わざるをえない。この現実を変えることが出来るのは労
働組合の闘いだ。動労千葉の闘いはそのことを示している。

破断したレール（2005 年
３月５日　総武快速線）
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石勝線の事故があって、国土交通省の事故調
査委員会の報告が出たんですけれども、その
ときに車輪に 40 センチの剥離があったと言
われています。車輪の表面が薄くはがれてガ
タガタになる。そういうことだって「イロハ
のイ」が行われていたら絶対におこらないこ
とです。列車の車輪は定期的に検査します。
40 センチの傷が出るまで何もしなかったと
いうことです。
　マスコミの論調は「ずさんな管理」です。
しかし、「ずさんな管理」の問題じゃないん
です。そもそも線路をなおすことも、車両を
なおすこともできなくなっている。こうした
ことを民営化で全部切り捨てた。北海道が切
り捨てたのは本州の比ではありません。１万
3000 人いた社員がいまは 7000 人ですよ。記
者会見でもわかりますが、本社は線路の状況
なんかつかんでいない。誰がどこで何をやっ
ているか全くわからなくなっている。民営化
の結果全てが崩壊しています。

 労組破壊・人員削減・競争・外注化が極限に
　何故こんな事が起きたのか。北海道はそも
そも民営化の時点で経営が成り立つはずがな
かった。四国や九州の比じゃない。政府もこ
れはわかっていた。だから九州、四国、北海
道に経営安定基金というものを積み立てた。
１兆円ですよ。そのうち 6800 億円が北海道
に充てられた。ここから運用利益が上がる。
北海道はこれでも間に合わないから線路の３
分の２を剥がしたんですよ。これでも経営が
成り立つはずがないんです。当初はまだ利回
りが良かったから経営安定基金からの年間の
運用利益は 500 億円あった。いまは 200 億円
ですよ。後は全部赤字なんです。だからとに
かく人を削る。人を削るから仕事が出来なく
なる。出来なくなるから外注化する。しかし

それもＪＲが責任を逃れるだけで、外注先に
はもっと人がいなくて技術もない。当たり前
じゃないですか。この悪循環です。インター
ネットに流れている情報では、時給 750 円の
今日入った労働者が列車をなおしているとい
うんですよ。これは必然です。民営化の結果、
ここまできたということです。
　さらに、北海道の特殊な事情として、都市
と都市を結ぶ航空路線との競争があります。
だから常識では考えられないようなスピード
アップが起こっている。成田エクスプレスが
130㌔なんですが、北海道では 20 年とか 25
年前の車両が 130㌔で走っている。だからエ
ンジンから火を噴く、列車が燃えるんです。
これが民営化なんです。尼崎事故以上の現実
が起きています。千葉では 2005 年から 2006
年、レール破断に対して闘争しました。そう
した闘いをやっていなかったら同じ事が起き
ていたかも知れません。

 国鉄分割・民営化に決着をつけよう
　北海道の問題は単純に安全の問題だけでは
なくて、分割・民営化の全面的破たんの問題
を問い直す大きな課題として取り組まなけれ
ばならないと思っています。
　ＪＲ北海道で起こっている問題と９・25
反動判決は、我々に新たな闘いの手がかりを
与え、我々の闘いが敵の核心をついているこ
との確信をもたらし、国鉄改革法を打破して
国鉄分割・民営化に決着をつけることが出来
る展望を示しました。
　反動の牙城、最高裁をうち破って絶対に解
雇撤回を勝ちとる、その燃えるような確信で
11 月集会を組織することだと思います。

（９月 27 日の 11・３全国労働者集会第２回
実行委員会での発言を編集したものです）
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４万 4327 筆の力で不当労働行為を東京高裁に認定させました。署名へのご協力
に心よりお礼申し上げます

2013 年９月 27 日
国鉄闘争全国運動

　国鉄１０４７名解雇をめぐる動労千葉の鉄建公団訴訟控訴審判決が９月 25 日、東京高裁
において出されました。難波裁判長は、１審における不当労働行為認定を覆すことはできず、

「動労千葉を含む国鉄分割・民営化に反対する姿勢を示していた労働組合に属する職員を、
このような労働組合に所属していること自体を理由として、差別して不利益に取り扱う目的、
動機（不当労働行為意思）の下に、本件名簿不記載基準を策定し（た）」（判決文）として不
当労働行為を明確に認定しました。
　地裁判決に続き高裁においても不当労働行為を認めさせたのは４万 4327 筆の署名の力で
す。５万に迫る「解雇撤回・ＪＲ復帰を求める要望書」を裁判所に４度にわたって提出し、「国
鉄改革の真実」を暴き出し、広く社会に訴えたことが不当労働行為を認定させた大きな力で
す。１０４７名解雇をめぐる裁判において本当に大きな前進をかちとることができました。
署名をお寄せいただいた全国の仲間に心から感謝を申し上げます。
　不当労働行為を明確に認定させた以上、次は〝解雇撤回〟の判決をかちとるべく全力を尽
くします。最高裁宛ての「解雇撤回・ＪＲ復帰」10 万人署名を直ちに開始します。高裁宛
署名への大きなご支援に感謝するとともに、あらためて新たな署名運動へのご協力をお願い
いたします。

「解雇撤回・ＪＲ復帰」に向けた最高裁署名運動が新たにスタート！
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　最高裁は９月10日、
私を原告とする不当
解雇の撤回を求めた
鉄道運輸機構訴訟に
対して上告棄却の決
定をしましたが、私

と家族は、国鉄分割・民営化絶対反対！　Ｊ
Ｒ体制打倒！　不当労働行為責任の追及と解
雇撤回へ不退転の決意で闘い抜くことを、こ
こにあらためてキッパリと宣言します。
　このかんの訴訟経過における各裁判所の判
決たるや、原告のリアルな提起に何ひとつ答
えることができず、その一字一句、誰一人、
何ひとつ納得させうる内容を示すことが出来
ないままの「政治的作文」たる判決を下して
きたに過ぎません。
　密室で策定された不採用基準では「停職６ヵ
月以上または２回以上」と言うが、そのまま
では旧動労革マルも不採用となるため、この
基準を設定した日から「３年以内に処分を受
けた者（３年前すでに革マルは分割・民営化
に賛成した）」に限定しているのです。その
ため、同じ基準でも国労や動労千葉の活動家
は不採用になり、革マルだけは全員がＪＲに
採用され、職場で傍若無人に資本の先兵とし
て立ち回り、あの「浦和事件」（革マルに従
わない東労組組合員を包囲暴行して退職強
要）にまで行き着いたのです。
　何よりも、３人に１人はクビだと言われ、
１年間に 200 人もが自殺に追い込まれる職場
状況の中で、組合からの脱退強要等「重い非
違行為を繰り返している」のは私ではなく、

当局の露骨極まる不当労働行為の連続であっ
て、その是正を求めて闘うことは労働組合活
動家として全く正当であり、処分そのものが
違法・無効であることは明白なのです。
　すでに私は、2010 年４月９日の「政治和解」

（不当労働行為はなかった、責任者はいない、
謝罪もしない、訴訟を取り下げ二度と争わな
い、それに合意すれば金をくれてやるという
もの）を拒否した時点から、全人生をかけて
体制内派をうち倒し、労働組合の階級性をよ
みがえらせ、その団結した力で勝利をもぎ取
る決断をしています。
　今回の上告棄却は、動労千葉の９・25 判
決を意識したことは明らかですが、なにより
も、国鉄を軸とする７～８月闘争において、
４大産別における地殻変動的階級情勢を私た
ちがついにつくり出した地平、反原発闘争と
星野闘争の大前進、10 万筆署名運動の着実
な広がりに支配階級が追いつめられ、それゆ
えの絶望的に凶暴化した反動です。
　10 月中旬に国労秋田闘争団と「ともに闘
う秋田の会」は、労組交流センターの仲間
を先頭に新たな闘争態勢の構築と総決起に向け、
集会と駅前一周～ＪＲ秋田支社抗議のデモ行
進を行います。団結の拡大と国際連帯で国鉄
闘争根絶攻撃をうち破り、支配階級をして震
撼せしめようではありませんか！　「国鉄 1047
名解雇撤回！　ＪＲの業務外注化阻止！　安
倍政権の改憲・ＴＰＰ・民営化・解雇自由・
非正規職化の攻撃とめろ！」の旗を掲げ、青
年労働者を組織して、11・３全国労働者総決
起集会の大結集を勝ちとりましょう！

９月反動うち破り 11・３集会組織化の先頭にたつ
国労秋田闘争団　小玉忠憲



9月刊労働運動2013年 10月号

　労組交流センターのみなさん、９月８日の
徳島刑務所包囲デモへの参加、ありがとうご
ざいました。ともに一体で取り組めたことを
本当にうれしく思っています。
　当日は雨天の予報が伝えられたにもかかわ
らず、曇り空でデモには最高の天気になりま
した。空港や徳島駅から〝希望バス〟で集まっ
た 430 人は、鮎喰川河川敷で集会を持ちまし
た。私からは「人間が人間らしく生きられる
社会をつくる生き方と暁子との愛、みんなと
の団結があればどんな攻撃も粉砕して世の中
を変えられる」という文昭の言葉を伝え、「文
昭の勝ち抜いてきた地平をみんなのものに」
と訴えました。そして、猛暑の中で体を拭く
のに「予算がない」と言って、洗面器一杯の
水すら使わせない刑務所を弾劾しました。
　労組交流センター代表の辻川慎一さんは

「労働者階級の生きるための闘いで、アメリ
カもイギリスもシリアへの侵略戦争を開始で
きないところへ追いつめられている。暁子さ
んと毎日毎日、この帝国主義と 39 年間、最
先頭で闘い抜いてきたのは星野さんです。動
労水戸は、フクシマの怒りと一体で、来年
の３・11 に向かって絶対非妥協に闘い抜く」
と提起しました。
　集会の後、徳島刑務所に向かうデモに出発。

「扇風機入れろ」「上の窓開けろ」「ぬれたタ
オルで身体を拭かせろ」「受刑者は人間だ！　
人間として対応しろ」全員の必死のコールが
続きました。「外注化阻止！」「沖縄とともに
闘うぞ！」「フクシマとともに闘うぞ！」「怒
りをひとつに闘うぞ！」も一体に叫びました。

星野文昭
という獄
中 39 年
になる人
間を取り
戻す闘い
であると
と も に、
そのことが全労働者人民の闘いにつながるこ
とを示せたことがよかったと思います。
　デモ隊は、機動隊の妨害をはね返して、坂
道を登り、刑務所正門に到着。「星野さんに
会いにきたぞ！」―感極まる中、文昭の大好
きな「釜山港へ帰れ」を全員で合唱しました。
泣きながら歌っていた人が何人もいました。
　翌日、20 人の差し入れ行動に参加した人
に送られ、みんなから預かった大きな花束を
持って面会しました。文昭は「すばらしい！」
と喜びました。そして「みんなの声聞こえた
よ。ヘリコプターが飛んでいて、聞き取りに
くかったけど、30 分ぐらい聞こえた。女性
の透き通った声がリードして『星野さんをか
えせ』と言っていた。歌も聞こえたよ。特に

『トラワヨ（帰れ）』というのがはっきり聞こ
えた。今回は余裕を持って、ひとりひとりの
顔を思い浮かべながら聞くことができた。心
から一体感を感じることができたよ」と。
　獄壁を打ち破る感動的な闘いで、心をひと
つにして団結をうち固めることができまし
た。この力で 11・３労働者集会、12・１星
野全国集会の成功を勝ち取り、星野文昭を取
り戻しましょう。

徳島刑務所包囲デモ
430 人の〝集団面会〟大成功！

星野 暁子

「星野さんに会いに来たぞ」。徳島刑務
所正門前に到着したデモ隊（９月８日）



10 月刊労働運動2013年 10月号

　９月 7 日、全国労組交流センター第 26 回
全国運営委員会を徳島で開催しました。
　提起と討論を通して、7 ～ 8 月に起こった
労働者の決起の核心、9・25 判決から 11・
３労働者集会の闘いの重要性、そして来年 3・
11 闘争に向かう決戦の大きさについて一致
しました。以下、辻川慎一代表運営委員（動
労水戸副委員長）の提起を掲載します。

 労働運動の地殻変動が起きている
　 　いま、世界と日本

の階級闘争におい
て、かつてない地殻
変動が起きているこ
とをつかみ取ること
が重要です。
　1980 年代ぐらいか

ら続いてきた新自由主義政策が大破綻してい
る。特にこの間の事件では、アメリカ帝国主
義がシリア侵略戦争を強行することができな
い。これはかつてなかったことです。アメリ
カ社会そのものが崩壊していて、「何が戦争
だ！」「もうだまされないぞ」という労働者
民衆の怒りが高まっている。アメリカの議員
が急に心優しくなって戦争に反対していると
いうんじゃないんですね。彼らが戦争に賛成
したら自分たちが打倒されるという事態に
入っている。このまま搾取と戦争を続けた場
合に、支配階級の側が間違いなく打倒される
という局面に入っているということだと思い

ます。
　日本階級闘争においても、動労千葉の外注
化阻止闘争が爆発して、今年の４・26 自治
労ストにつながった。自治体労働者がもう我
慢できないと立ち上がった。ストライキがや
れたかやれなかったかの問題ではなく、現場
労働者の反乱がついに巻き起こった。それか
ら５・１メーデーで、動労千葉を先頭にして、
ものすごい怒りでＪＲ貨物の賃下げ攻撃を阻
止した。
　そして７月の参議院選挙がありました。あ
の参院選で進行したことは、連合の崩壊です。
連合支配の崩壊と一言で言っても、総評から
連合に移った一応カッコ付き「戦闘的組合」
が崩壊したということなんです。労働者階級
が自分自身の力で、最大の漆黒である体制内
指導部をぶっ飛ばしたということが決定的で
す。彼らは表面的には戦闘的装いをとりなが
ら労働者の根本的怒りや感性を押しつぶし、
闘いをカネやモノと引き替えることによって
労働者の根底的決起を押さえつけてきました。

全国労組交流センター第26回全国運営委員会を開催

新自由主義の大崩壊が始まった！
国鉄闘争を基軸に労働者の中へ猛然と入ろう！

辻川慎一 代表運営委員・動労水戸副委員長

情勢と方針を意思一致した全国労組交流センター
第 26 回全国運営委員会（９月７日　徳島）
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国鉄分割・民営化との闘いの中で僕らがつか
んだことは、体制内指導部こそが労働者の戦
闘性や自己解放性を押さえつけてきたんだと
いうことです。この連中は警察権力ともつな
がっている。国家権力や資本とつながってそ
こから情報を得ること、その情報で労働者を
支配してきたのが体制内指導部です。
　国鉄分割・民営化から 26 年、今そのこと
が全階級的に明らかになりはじめた。反原発
闘争でも同じです。原発事故は収束していな
いどころか日々自然と人間を破壊している。
オリンピック招致の安倍発言に福島の人たち
は本当に怒っている。安倍は「東京は安全だ」
と言う。じゃあ福島は危ないんだろう！って
ね。オリンピックをやっている場合かって。
ふざけるなってね。自分たちが引き起こした
ことをなかったことにして福島を切り捨てて
いく。冗談じゃない。こうした労働者を立ち
上がらせない構造が 2013 年決戦の中で明ら
かになったということなんです。

 国鉄先頭に 11 月集会の組織化を
　国鉄闘争においても決定的なことが起こっ
ています。動労水戸の被曝労働拒否の闘いに
郡山工場の国労の労働者が反応した。郡山の
方が K544 より線量が高いことはわかってい
る。しかし、郡山の労働者は闘いに立ち上
がった。「動労水戸が２年間止めた被曝車両
の検修を俺たちにやらせるのか」ってね。国
労の組合員が本来持っている戦闘性や階級性
に火がついた。その瞬間に国労の「学校政治」、
革同だとか社民だとかの支配は関係なくなっ
た。要するに現場組合員自身の闘いになった
ということです。闘いの過程で国労組合員が
ドンドン変わっていった。内部被曝問題につ
いても、当局と論争している間に「この闘い
は被曝を労働者に平気で強制するＪＲとの闘

いなんだ」ということをつかんだ。いまは平
成採の獲得をめぐって真剣な議論をやってい
ます。やっぱり国労の戦闘性はすごいという
ことをあらためて感じました。
　国労という労働組合で「学校政治」が打ち
破られたことはものすごく歴史的なことなん
です。各産別大会でもこれまでの執行部が否
認されている。自分たちをしばっていたもの
を、労働者階級自身が労働組合という水路を
通してぶっ飛ばしはじめた。既成指導部がも
う通用しなくなったということはすごいこと
です。我々はまだ少数だけれども確実に敵に
ものすごい打撃を与えながら進んでいます。
日本労働者階級がものすごく流動化している
ことに対して僕たちは国鉄闘争を基軸に、全
逓、自治体、教労、医療、合同労組含めてもっ
と労働者の中に入っていくことだと思う。９・
25 判決がどうなろうと、今度は最高裁に向
けて署名を集め、11 月集会の組織化に猛然
と入ることです。

３・11 で福島の怒りを解き放とう
　そして来年３月は福島をめぐる大攻防に突
入する。原発と被曝労働に絶対反対で闘う者
をぶっ潰す構造に勝ちきって今年の３・11
闘争を成功させました。勝ちきったところで
動労水戸の闘いと国労郡山工場支部の闘いが
爆発している。この切り開いた地平の上で３
年目の３・11 の闘いを構えたい。自分たち
も常磐線の竜田延伸絶対反対・福島切り捨て
絶対反対の闘いをやりたいと思います。
　きたるべき情勢に見合った勝負をできるよ
うな力をこの秋の闘いの中で獲得するという
ことが重要です。従来の延長ではなくて、我
が身の生命力をかけて、この時代に対して乗
り出していくことが本当に必要じゃないかと
思います。ともに頑張りましょう。
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 労働者の意識の変化を見逃さない　
 ＪＰ労組第６回定期全国大会において、本
部方針に反対票が３割となる画期的事態とな
りました。この３割の反対票の背景には、現
場で苦闘する全国の組合員の怒りの表れがあ
ります。そして労働者の意識の変化がありま
す。
　大恐慌情勢下における３・11 大震災と福
島原発事故、民主党・連合政権 ( 当時 ) のデ
タラメ、自民党・安倍政権の原発再稼働政策
と原発輸出、改憲策動、新自由主義政策の促
進、一方で汚染水の垂れ流しの現実。こうし
た情勢の中で、労働者の意識の変化、流動化
があります。そして、何が良くて何が悪いの
か考えて行動を開始しています。

 ＪＰ労組大会の３割反対の中身を見る　
　職場においてはどうか。参院選において、
東京では、職場で山本太郎さんの勝利が訴え
られました。職場の反応は、「さだみつでは
なく山本太郎だ！」でした。マスコミの「自
民圧勝」の報道に意気消沈するムードは無
かったし、「山本太郎よくぞ勝った！」でし
た。その勝利を伝える「前進」も職場で読ま
れました。Ａ局では、動労千葉物販と 10 万
筆署名を引き受けて自分の班で、断られなが
らも拡大してくれた仲間が登場しました。さ
らに、「国鉄闘争はまだやっているのか。途
中で死んだ人もいるのではないか。解雇撤回

は当然だ」と続々と 10 万筆署名に応じてい
ます。この職場の労働者の意識の変化こそ、
ＪＰ労組大会３割反対票の中身であり、連合
支配の崩壊の始まりであります。

 職場の現状を見る　
　さらに職場の現状はどうか。「郵政ビジョ
ン 2021」合理化施策の推進、人事交流、Ｄ
ＯＳＳ（集配業務支援システム）の導入で携
帯端末に支配される毎日。圧倒的な人員不足
の中で超勤が常態化しています。全国大会で、
人員不足の要因として、本部は「行き過ぎた
非正規職化がある」と答弁しています。ふざ
けるな！　さらにＪＰ労組大会直後の新人
事・給与制度の当局の業研、ＤＯＳＳの完全
入力と業績手当はイコールと認識し始めまし
た。(「数字を打ち込めばカネになる。仕事
はやっていようがやっていまいが完全入力の
ほうが先だ」というように )。

郵政民営化絶対反対・民営郵政とそれを支えるＪＰ労組中央打倒
新人事・給与制度、新一般職導入絶対反対
ＪＰ労組第６回定期全国大会の３割反対票を
現場から再組織しよう 全逓労働者部会

全国から駆けつけた青年労働者を先頭にＪＰ労組
大会会場を包囲するデモ（８月 20 日 長野市）
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　そして、ＪＰ労組本部は新一般職について、
「限定正社員ではありません」と言っていま
すが、月給制契約社員の仲間は、「限定正社
員になるために頑張ってきたわけではない。
本当の正社員にしろ」という怒りもあります。
　
 職場の支部執行部、分会の現状　
　圧倒的多くの職場では全国大会に向けての
職場集会も開催されていません。支部委員会
も開催できない。分会体制が確立できていな
い。全国大会に向けた支部見解も現場には知
らされていない。支部大会議案も組合掲示板
に貼ってあるだけ。連合支配の崩壊の始まり
は、職場において、組合機能の崩壊となって
あらわれています。「シャワールームはカビ
だらけ。トイレは悪臭が漂っている」という
声も聞きます。安全衛生委員会も機能してな
い。そもそもＪＰ労組本部の方針は現場で闘
わないことが前提になっています。すべてが
事後対処方式です。当然当局の支配権は強ま
ります。「とりあえずやらせてもらいます」
が当局の決まり文句です。

 全逓部会、各地区交流センターの
 団結で連合支配の崩壊をチャンスに　
　闘う支部執行部、闘う分会体制の確立がまっ
たなしです。過密労働、労働強化のなかで、
職場における日常活動を保証するものは、全
逓部会の団結と地区交流センターの団結強化

にあります。この団結で、全体情勢、全国大
会情勢、職場の労働者の意識の現状を分析し、
日々の職場の攻防の中から、新人事・給与制
度、新一般職導入絶対反対の路線の深化を勝
ち取ろう。こうした闘いは、支部大会攻防か
ら始まっています。
　我々は、郵政民営化絶対反対を掲げて職場
に屹立し、登場してきました。郵政民営化絶
対反対の路線は、職場の七転八倒の実践をと
おして現場の労働者の目の前で展開されてき
て、ようやく認知され、「体制内派」の重圧
から引きはがされていた仲間を迎えつつあり
ます。多くの職場で、現在の「体制内派」は、
過去に「社会主義」を標榜していたような諸
党派の残党ではなく、その指導下にあった支
部執行部、分会体制であります。現在の「体
制内派」は、連合ＪＰ中央の指導下にあり、
最後の一線は、交流センター派の排除＝役員
にさせないところにあります。この一線を越
える闘い ( 現場の組織化、交流センター会員
への獲得も含めて ) を準備することを明確に
しなくては、連合支配の崩壊を黙って見過ご
すことになります。そして、我々自身が現場
の労働者に打倒される位置にあるということ
を肝に銘じなければなりません。
　具体的方針は、日々の職場攻防の中から、
職場の労働者の思いをひとつにまとめ上げ
て、行動にまで高めていくことであると思い
ます。職場集会の開催は有効です。そうした
ことも含めて、職場の組合員との討論が力に
なっていくと思います。
　全国で郵政民営化絶対反対、民営郵政とそ
れを支えるＪＰ労組中央打倒を掲げて闘う拠
点分会、拠点支部建設を見据えて 2013 年後
半戦を闘いぬき、郵政非正規ユニオンの仲間
ともに、11・３労働者集会に全国から職場の
仲間とともに集まろう！

大会初日朝、会場前で代議員に「新一般職に反対
しましょう」と訴え、ビラやパンフを配布した
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労働組合の団結で退職強要はねのけ職場復帰かちとる

闘う合同・一般労組

関西合同労働組合・南大阪支部

 過酷な労働で退職強要
　Ａ分会は労働相談から生まれた１人分会で
ある。Ａ資本は理化学機械器具、医療機械器
具等の販売会社。本社は関東にあり、当該の
Ｍさんはその西日本販売部に 2004 年営業部
次長として入社。入社まもなく西日本販売部
の営業部員がＭさん以外全員退職。「オーナー」
と呼ばれている会長＝親会社の社長とのトラ
ブルが原因であると思われる。そこで、「出向」
ではなく「兼務」という形で親会社の営業社
員がＡ社に入ってくる。このやり方自体が大
問題である。Ｍさん以外の営業社員はほぼ全
員が親会社の社員であるという状況になって
しまう。ここからＭさんへの陰湿なイジメが
始まっていく。　
　2007 年、Ｍさんは血栓を患い１ヵ月入院。
退院後、「営業成果が少ないから」という理
由で次長から課長に降格。2008 年うつ病を
発症し３～４ヵ月休職。休職を終えて職場に
復帰すると、①東日本販売部への転勤、②自
己退職、③親会社の商品管理部からの委託業
務への配転、この３つのいずれかを選択しろ
と強要され、Ｍさんはやむなく③の親会社の
委託業務への配転を選択。しかし、その仕事
は元の仕事とはまったく無関係の親会社の商
品を取引先に運搬するトラックの運転手（商
品配送業務）であった。営業部次長として入
社したＭさんがわずか４年でまったく別の業
種であるトラック配送業務に追いやられたの
である。しかも、この過程に一切、辞令なる
ものは出されていない。すべてパソコンへの
メール１本で強行された。これは、Ｍさんに

対する露骨な退職強要である。Ｍさんをいじ
めて退職させるためにだけ、これまで運送会
社に外注してきた仕事をとりやめてＭさんに
押しつけたのである。
　このトラック配送業務は、過酷きわまりな
い労働であった。朝６時に京都の営業セン
ターに出社し、そこで荷物を積み込み、大阪・
神戸の受注先を回って次々と商品をおろし、
修理品などを積み込み、京都営業所に帰社す
るのは 19 時以降である。就業規則で定めら
れた労働時間は９時～ 18 時であるから、毎
日４時間を超える残業だ。これに割増どころ
か賃金そのものが支払われていないのだ。月
80 時間という厚労省が示す過労死ラインを
超える月がほとんどである。しかも 36 協定
すら締結していない違法状態が長年にわたっ
て横行してきたのである。さらに、就業規則
には「残業は所属長の許可を受けなければお
こなってはならない」という一文があり、自
己申告し、上司の許可を得ないかぎりすべて
サービス残業になるのだ。こういう過酷な労
働に耐えぬき、Ｍさんは「絶対に辞めるもの
か」と頑張ってきた。うつ病治療中であるに
もかかわらず、翌朝起床できないから睡眠導
入剤の服薬も減らして日々の労働に従事して
きたのである。

 「絶対に辞めない」闘いの勝利
　４・23 －５・17 －６・26 －７・30 と団体
交渉を４回重ねた。その結果、①団交開始以
降、残業割増賃金をきっちりと支払わせてい
る。②過去の未払い賃金を組合の請求どおり
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闘う合同・一般労組

の残業時間があったものとして全額支払うこ
とを確約させた。その際、時効消滅の問題が
発生するので、Ｍさんが組合に加入した３月
30 日から２年さかのぼり、2011 年３月 30 日
以降、現在にいたるまでの未払い賃金をすべ
て支払うということで合意した。③ 36 協定
を締結させた。④８月１日付をもって、Ｍさ
んの営業部への復帰をかちとった。
　勝利をかちとったものは何か。第１に、何
よりもＭさんの長年の闘いが切り拓いた勝利
である。どんな過酷な労働にもパワハラにも
屈することなく、病気をかかえながら文字ど
おり命をけずって「絶対に辞めない」と働き
続けてきたことが、資本の意図を根底のとこ
ろで粉砕したのである。第２に、このＭさん
の闘いと関西合同労組の路線ががっちりと一
致・結合し、すさまじい脅威を資本に与えた
ことである。われわれは、Ｍさんからの労働
相談を受け、闘いを開始するにあたり、従来
の労働相談型のあり方を乗り越えたいと強く
思い、それを目指して闘った。一言で言えば、
絶対反対・階級的団結のわれわれの路線を労
働相談型の闘いにおいて全面的に実践すると
いうことである。自分と自分の家族のために
ではなく、階級のために闘うということでの
一致である。実践の中でＭさんが関西合同労
組のこの路線をつかみ、労組活動家となって
いく。そこを闘いの一切の土台にすえて目的
意識をもって闘ってきた。そして、そのため
に関西合同労組南大阪支部だけではなく、大
阪労組交流センターの同志たちが共に討論
し、共に団交などを闘ったのである。

 団結の拡大で解雇攻撃と闘う
　闘いは第２ラウンドに突入している。営業
に復帰させたことは、新たな攻撃でもある。
Ｍさんを孤立させ退職に追い込む攻撃は現在

進行形である。Ｍさんひとりだけに「朝礼に
出なくていい」と命令し、定時の 18 時になっ
たら上司でもなんでもない同僚に「定時です
ので帰ってください。」と言わせる。Ｍさん
に秘密裏に営業会議を行う。Ｍさんの営業エ
リアを遠く離れた和歌山にする等々の攻撃で
ある。
　もっとも考えられるのは、Ａ社西日本販売
部の閉鎖による解雇攻撃である。西日本販売
部のほとんどは親会社の社員である。西日本
販売部直属の労働者はＭさん以外には営業に
１人、技術に１人、事務に１人計３人だけだ。
この３人は親会社に吸収し、Ｍさんには例え
ば東日本販売部への転勤命令を出し、応じな
ければ解雇という形であろう。Ａ社西日本販
売部は、ほとんど親会社のダミーである。西
日本販売部長は親会社の社員であり、Ａ社の
仕事はほとんどせず、親会社の営業に走り回っ
ている。営業日報はパソコン入力であるが、
Ｍさんの入力した日報は親会社の社員は見る
ことができても、Ａ社の本社や西日本販売部
からは見ることができない。Ｍさんも西日本
販売部の情報にアクセスできない。まったく
法人格が否認される事態にすでになっている
のである。
　①現在進行している攻撃を不当労働行為と
して粉砕すること。②営業職場の一人一人が
日々競争させられる労働のあり方を根底から
ひっくり返す。インチキきわまりない人事査
定・評価制度を粉砕する闘いから開始する。
③親会社を攻めていくという戦略的な方向性
をもつこと。親会社の労働者をなんとしても
獲得する。この人々はひどい例では 23 時ま
でサービス残業をさせられているのだ。ここ
で組織拡大し、親会社をターゲットにして
闘っていきたい。
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　９月 16 日、首都圏で闘う労働組合の復権
を目指して「首都圏闘う労働組合『生きさせ
ろ！』会議（略称：ＳＴＲＩＫＥ）」が結成
されました。
　この間、「首都圏青年集会実行委員会」と、
東京西部ユニオン鈴木コンクリート工業分会
を中心にした「首都圏広域労働組合連絡会」
が合流して、数回の学習会を持ちました。団
結の拡大を総括軸にして闘っている青年と、
職場に労働組合を作って資本と激突している
仲間が、お互いの闘いの経験を共有すること
で、新たな労働運動を作っていこうという目
的で、学習会が始められました。
　今回、この学習会をベースにして、東京労
働組合交流センターの労働学校という性格を
合わせ持ったものとして「ＳＴＲＩＫＥ」が
発足しました。動労千葉労働学校ともタイ
アップして、職場闘争の実践を通した、生き
たマルクス主義を体得しようという、意欲的
な取り組みです。
　資本による絶望的でデタラメな新自由主義
攻撃に対して、一歩も引くことなく「絶対反
対」を掲げて職場で闘うことを通して、私た
ちは、新自由主義攻撃は労働組合が協力しな
ければ一ミリも貫徹できず、労働組合が絶対
反対で立ちはだかれば、そのペテン性と矛
盾は一瞬にして暴かれ破産するということを、
動労千葉を先頭に首都圏の無数の職場の実践
の中で切り開いてきました。資本と非和解的
な職場闘争を闘い抜き、組織拡大を勝ち取る
ことの中に労働者の未来があることをはっき
りさせ、「絶対反対」の闘いを拡大するために、

 「ＳＴＲＩＫＥ」が目指すもの

１　討論を通して明らかになったことは、い
かにして団結の拡大を勝ち取るかということ
です。
　職場で新たに労働組合を結成して闘ってい
る仲間。既存の体制内組合と熾烈な攻防を展
開している仲間。一人で資本の攻撃と対決し
ている仲間。それぞれの闘いが、多くの教訓
に満ちています。会社に盾突く者には仕事を
干して賃金を下げる、遠隔地に配転する、「追
い出し部屋」に隔離するなどさまざまな攻撃
がかけられます。資本は、労働者に差別・分
断を持ちこむことで労働者の団結を破壊し
て、資本の専制支配を貫こうとします。分断
攻撃をはね返して団結を維持・拡大するため
には大きな努力が必要です。
　自分の職場の問題は自分ひとりだけの問題
ではない、職場のみんなの問題であり、職場
を越えた労働者階級全体の課題なんだという
とらえ方が重要になってきます。どんな小さ
なことでも、それを職場の仲間を組織してい

新たな労働運動をつくりだそう！
首都圏闘う労働組合「生きさせろ！」会議（ＳＴＲＩＫＥ）を結成

東京東部ユニオン　中村　満
お互いの
闘いの前
進 や 壁、
教訓を全
体で共有
していく
必要があ
ります。
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く問題として位置づけ、職場全体を獲得して
いく運動にしていくという視点が大切です。
　職場闘争を軸にしながら、裁判や労働委員
会も駆使して、資本が嫌がることを何でもや
る。目的意識的にストライキを構えて、貫徹
することで労働者の団結を強化し、団結を職
場・地域に拡大していく。動労千葉・動労水
戸の闘争報告や会議に参加した仲間からの発
言で、私たちの闘いの目指すべき方向が鮮明
になりました。

２　「絶対反対」を貫く闘いは、資本と非和
解であり、根源にせまる闘いである以上、資
本との激突、体制内組合との激突は不可避と
なります。「闘っても勝てない」「三十六計逃
げるにしかず」と言って資本との激突を避け
てきた既存の労働運動との対決になります。
課題が根源的であればあるほど、闘いは非和
解となります。
　新自由主義は一方に膨大な失業者と貧困を
生み出し、他方に「過労死」を生み出してい
ます。若者を非正規雇用に追いやり、貧困を
強制し、やっと正社員になっても死ぬまでこ
き使われる。ワタミに就職した女性労働者が

「だれか助けて」と手帳に書き残して自死し
た現実、「なんちゃって正社員」「ブラック企
業」という言葉がまかり通っている現状は、
なんとしても覆さなければなりません。
　その責任の一端は労働組合にもあります。
労働基準法 36 条は、あくまで残業は例外規
定であって、労働組合と協定を結んだ限りに
おいて例外を認めるという条項です。ところ
が現実は、労働組合が月 200 時間という 36
協定を結んで平気でいたり、「過労死」を会
社と一体になってもみ消しています。ＪＲ総
連やＪＰ労組のように、労働組合が率先して

「限定正社員」という低賃金・無権利労働者

を作り出そうとしています。あたかも労働者
の立場に立っているかのように見せかけて、
実は資本にはストレートに出来ないような攻
撃を、資本に代わって労働者に押し付けてい
るのが体制内労働組合です。

３　かつてエンゲルスは「イギリスにおける
労働者階級の状態」の中で、自由主義段階に
おける資本の搾取を描きました。労働者階級
の寿命が縮まってしまい、労働力の再生産が
ままならなくなっても、資本はその価値増殖
運動をやめることはありません。いま眼前で
繰り広げられる新自由主義攻撃は、最末期の
資本主義の断末魔のあがきにほかなりませ
ん。血塗られた「資本」という怪物は、労働
者の生き血を吸って肥え太り、いま全社会の
富をすべて喰らいつくそうとしています。
　労働者は「争議権」という権利があるから
闘うのではありません。生きるために資本と
闘うのです。昔も今も、どんなに弾圧されて
も労働者階級は、自らの解放をかけて闘いに
起ちあがってきました。労働者階級がもつ根
底性と戦闘性を、いまこそ私たちの手で復権
させましょう。

安倍政権は『解雇自由』『残業代ゼロ』
を柱とする国家戦略特区関連法を秋
の臨時国会に提出しようとしている

（９月 21 日付　朝日新聞）
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　11・３全国労働者集会の呼びかけ団体であ
る関西生コン支部の闘いを紹介します。
　その闘いに学び、共に闘い、11・３集会の
大結集を実現しましょう。

【１】関西生コン支部の歴史と闘い
（１）生コン産業の労働者は、戦後、奴隷的
な労働条件で働かされていました。365 日の
うち３日しか休みがない。所定労働時間が月
210 時間、その上に残業だけで 250 ～ 300 時間
もあったのです。関西生コン支部の闘いを通
して、現在は年間所得が 800 万円、年間の休
日が 125 日という地平を獲得しています。

（２）生コン業界は、大手セメントメーカー
があり、その下に中小零細の下請け、孫請け
企業があります。関西生コン支部の労働者は、
生コンを運ぶ、中小零細企業の本勤、日々雇
用、傭車（自分で車を持っていて、仕事があ
る時に行く）の労働者です。

（３）関西生コン支部の闘いの歴史
　関西生コン支部は、1965 年 10 月に結成さ
れました。産業別労働組合で、５つの分会、
180 人でスタートし、すでに 48 年の歴史が
あります。大手セメントメーカーと非和解で
闘い抜き、労働組合の団結した力で、中小企
業を協同組合に組織して、大手資本に立ち向
かい、勝利してきた歴史でした。
　1973 年から、企業の枠を超えた集団交渉
を実現し、経営者も 100 人前後、労働者も
150 ～ 200 人のマンモス交渉をやり、ストラ
イキも闘ってきました。最初から横断賃金、
一律賃上げを要求して勝ちとり、残業も規制

してきたのです。国際連帯闘争を貫き、マル
クス主義を学び、権力弾圧、ヤクザとの闘い
に勝利してきた労働組合です。
　1970 年代に組織を拡大しました。建設・
生コン業界は構造不況で、そのため反独占の
産業政策を打ち出したのです。日本の産業構
造は 99. ７％が中小企業、０. ３％が大企業で、
下請け、孫請けを重層支配で分断しています。
だから多数を団結させていけば、少数の独占
を追い込むことができるという政策です。中
小企業を協同組合に結集させ、競争しない仕
組みをつくるために売り手である協同組合の
窓口を一本にしたのです。中小企業の協同組
合と労働組合が連携して、大企業と対等取引
をするシステムをつくり、産業民主化を図っ
たのです
　その中で、生活最低保障制度を実現させて
います。残業しなくても 50 時間は会社が保
障する仕組みです。さらに、優先雇用協定を
締結させています。本勤も日々雇いも労働組
合が推薦する人でなければ使ってはならない
という制度です。そして 1973 年には、背景

11・３全国労働者集会の成功のために

関西生コン支部の闘いに学び、共に闘おう！

春闘勝利へ！　ミキサー車を
連ねデモする関西生コン支部
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資本に対する取り組みを行い、裁判でも闘い、
大衆闘争でも追及して成果をあげています。

（４）1980 年代に、関西における運動が飛躍
的に発展。構造改善事業に「雇用を第一義と
する」という雇用協定をつくらせたのです。
350 ～ 400 人のマンモス集団交渉で、退職金、
賃金、さらにセメントの値段、売り価格、投
資計画まで規制するのです。当時の日経連会
長の大槻文平に「資本主義の根幹に触れる運
動だ」と言わせた闘いです。
　そのため、80 年代に関西生コン支部に対
する国家権力の総力をあげた攻撃がかけられ
たのです。しかし、弾圧で権力の本質が見え、
仲間が鍛えられ、80 ～ 82 年のわずか２年間
で 2500 人も組織が拡大し、3500 人を超した
のです。生コン業界だけでなく、タクシー、
バス、トラック、清掃、ダンプなどあらゆる
ところに組織が拡大しました。
　この時、権力と一体となって共産党による
でっち上げ弾圧がかけられたのです。関西生
コンにいた 500 人の共産党員のうち 99％が
共産党を辞めたのです。大量逮捕され、弾圧
の過程で、獲得してきた制度が全部破壊され
てしまったのです。
　弾圧後に再度、協同組合の組織化にも取り
組みました。さらに、セメントメーカーに乗っ
取られた協同組合はつぶしてしまうのです。
協同組合とは、「一面共闘・一面闘争」の立
場で闘ってきたからです。大企業との対決で
は「一面共闘」、しかし労働者として中小資
本とは「一面闘争」なのです。２～３年かけ
て集団交渉を再度実現してきたのです。
　さらに工場の政策淘汰方式を実現していま
す。自由競争をして企業が雇用保障せずにつ
ぶれていく自然淘汰に対して、労働組合が関
与権を持って、条件が整った場合は閉鎖を認
めるのです。しかし個社がつぶれてもその産

業に雇用責任を連帯してとらせるのです。
（５）1990 年バブルが崩壊した時、関西の
生コンは 51 社つぶれましたが、この時に
２万 5300 円もの賃上げをかちとっています。
さらに、91 年は３万 5000 円、92 年も３万
5000 円の賃上げをかちとっているのです。
　なぜ不況に強いのか。「不況の時は資本の
力が弱まっている」という立場に立つからで
す。資本と労働の力とは何か。労資の力関係
は相対的であるとみているからです。しかも
不況になると下請け、孫請けに犠牲を転嫁し
てくるので、「これがチャンスで労働者が団
結する条件を相手が与えてくれている」と捉
えるのです。

（６）2004 年に関西生コン支部は、関西の生
コン業界で協同組合に入っていない中小企業
への加入促進を呼びかけたのです。「対話と
圧力」です。そして、04 年に、セメントメー
カーと建交労が一体となって関西生コン支部
への弾圧をかけてきたのです。武委員長は１
年２ヶ月も勾留され、その後 07 年までに５
次に渡る弾圧があったのです。

（７）2010 年７月２日から 10 月まで 139 日
間の産業ゼネストを打ち抜きました。その後、
組織拡大を実現し、組合員は 3500 人を超え

大手ゼネコンを相手に生コン価格
の引き上げを要求してストと出荷
停止に突入（2010 年）
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るまでに拡大しています。
　社会資本産業政策協議会もつくり、中小企
業と一緒になった研究会を行っています。独
占禁止法違反で、セメントメーカーの値上げ
を認めさせない仕組みをつくり、国と公正取
引委員会に要求し、2010 年も 11 年も値上げ
をゼロにしたのです。

（８）2009 年には一律１万 5000 円の賃上げ
をさせ、2011 年は、「３・11」があり、１人
当たり 7000 円（年間約 10 万円）の賃上げを
勝ちとり、被災地に全額カンパしています。
６月から５人ずつ現地にも行っているのです。

【２】関西生コン支部の労働運動と武
建一委員長の提起（「武建一　労働者
の未来を語る」より）

（１）武委員長は、徳之島に生まれ、「人の痛
みを己の痛みとする」生き方、闘い方をし、
マルクスを学んできた、闘う労働運動の指導
者です。

（２）彼が日本労働運動の再生のために提起
していることは以下のことです。①時代認識
を明確にし、労働組合の確信にすること。②
労働組合の基本任務は、経済闘争、政治闘争、
思想闘争を三位一体で闘うこと。③労働組合
の基本的性格は、大衆性と階級性の結合であ
り、企業主義、労働組合主義を乗り越え、社
会変革運動の一翼を担うこと。④敵は帝国主
義であり、彼らを孤立させる運動として、敵

の中に存在する対立・矛盾に楔を打ち込む政
策を確立して闘うこと。中小企業・農民・漁
民・市民・学生など、すべての民衆との団結・
統一戦線を形成すること。⑤組織形態は、企
業内に留まらず、資本・権力・政党から自立
した労働組合を目指すこと。⑥志を一つにす
る労働組合間の共闘を発展させ、闘う拠点を
各地方・地区で作ること。闘う戦線の拠点を
強固に作り出すことが必要。⑦未組織の組織
化のために「協同センター」をつくり、宣伝
活動・統一行動を定例化する。

（３）若い世代の労働者に向けて以下のよう
に呼びかけています。①一番大事なのは、「感
性を研ぎ澄ます労働運動」。②失敗と犠牲を
恐れず、現状を打開する労働運動が必要。「ゼ
ロからの発想が求められる」。いくらか労働
運動をやってくると「財産」が生まれてきて
守りに入ってしまう。経験は大事だが、経験
に踏まえて「ゼロ」の発想から物事をなすこ
とが重要。③若い人たちには、志を高くして、
世界と日本を変え、経済・産業構造を「労働
者が主人公」に変えていく運動に、喜びと誇
りを持ってほしい。

【３】関西生コン支部、港合同、動労千葉は
日本労働運動の最先端の闘いを切り開いてい
ます。産業別労働運動の先頭に立つ関西生コ
ン支部に学び、共に闘いましょう。
　　　　（国鉄闘争全国運動事務局員・杉田）

今こそ闘う労働組合を全国の職場に！
国鉄１０４７名解雇撤回！　ＪＲの業務外注化阻止！
安倍政権の改憲・ＴＰＰ・民営化・解雇自由・非正規職化攻撃をとめろ！
反原発・反失業！　全世界の労働者と団結し「生きさせろ」の大反乱を！

11・３全国労働者集会
　11 月３日（日）正午　東京・日比谷野外音楽堂　＊集会後デモ
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「解雇撤回・ＪＲ復帰」10 万筆署名運動の力で
11・３労働者集会１万人結集を勝ちとろう！

るのだ。
　現場労働者は体制内組合幹
部の指示で動くのではない。

「上からの方針で動いてきた」
従来の在り方は、新自由主義
攻撃の中で吹き飛んでいる。
階級的な闘いが労働者階級の
心をわしづかみにする時代が
始まっている。

国鉄闘争全国運動は闘う労
働組合の結集軸
　あるタクシー会社の労働組
合との関係は、鈴コン支援の
賛同団体になることから始
まった。それで一気に信頼関
係が作られた。「解雇撤回・
ＪＲ復帰」を求める 10 万筆署
名を持ち込むと、団体呼びか
けに応じてくれて、直ちに
100 筆集めてくれた。お礼か
たがた事務所を訪ねて、６・
９集会で自交総連・北海道の
人が発言したことを報告する
と「オー」と声をあげて驚かれ、
署名運動の状況を話すと、先
方から「じゃあまた集めます」
と言ってくれた。ここは賃下
げ攻撃と闘っている真っ只中
だった。
　全国運動は、確実に闘う労

働組合を繋げる結集軸として
発展している。　

全ての署名活動の協力者を
11・３集会に組織しよう
　ある都税事務所では書記長
と丸々１時間話し込むことが
できた。彼は組合賛同と個人
署名を取り組んだ上で、再度
署名をまわしてくれた。執行
部の中にいろいろな党派の人
がいる中で、たくさんの署名
を集めるには、決断と熱意と
工夫がなければ貫徹できない。
彼は２度目は「暴かれた真実」
のリーフレットの表紙を署名
用紙の裏に印刷して回してく
れたのだ。そして前回を上回
る署名を集めてくれた。
　ある高校では、話を聞いて
協力を約束してくれた若い分
会長が「職場に周知したが、
協力を得られなかった」とメ
モをつけて自分だけ署名した
用紙を返してくれた。自分が
当然やるべきと納得した署名
に同僚がこたえてくれない現
実に直面して、彼はきっと労
働組合について考えたに違い
ない。彼もまた、11 月労働
者集会のオルグ対象だ。
  署名運動を通じて実感した
ことは、11 月労働者集会へ
の新たな結集の条件が大きく
つくり出されているというこ
とだ。署名運動を目的意識的
に使い切って、11 月労働者
集会の大結集を実現しよう。

――女性部から――女性部からひめじょおん

　東京東部では、労組回りな
どで署名運動を展開し、９月
15 日現在で 3000 筆を越えた。

労働運動の地殻変動が始
まっている
　ある清掃労組では、「４・
９政治和解」をうち破って裁
判闘争を継続している動労千
葉が６・29 判決を勝ちとっ
たことに驚き、外注化絶対反
対で闘っていることに感動し
て署名運動に協力してくれた。
これまで物販で訪ねても素っ
気なかったところだ。
　高校の分会訪問では、玄関
先であっても日和らずに粘っ
て粘って時間をかけて話し込
むように心がけた。その結果、
分会会議にかけて分会ぐるみ
で取り組んでくれる学校が出
てきた。多忙な中で署名を集
約するのは大変なので、取り
に行く日を約束して、取り組
んでもらえるようにした。
　どの公務職場も外注化・非
正規職化攻撃に直面している。
だから私たちの訴えに心を動
かされて、対応してくれた組
合員が「これは断れない」と
決断して取り組んでくれてい

米山良江（東京東部、教育労働者部会）
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東風烈風
今こそ職場に団結を！ 地域に連帯を！

　私たちは、日本国憲法で保障された「健康
で文化的な最低限度の生活を営む権利」「勤
労の権利」「平和のうちに生存する権利」を
もって「個人として尊重」され、「法の下に
平等」に生きているであろうか。
　皆さんの職場では、心当たりはないだろう
か。様々な、「人間関係」や「社内いじめ」
などで、「気力がなく」「イライラ」し、「ふ
さぎこみ」「不眠」に陥り、「息苦しい」こと
はないであろうか。パワハラやいじめは、犯
罪そのものだ。大の大人が平気で同僚や部下
に行う。暴言を言われて平気な人はいまい。
生きるための労働で、なぜ人は自殺や過労死、
あるいは精神疾患に追い込まれなければなら
ないのか。
　マクドナルドの名ばかり管理職は有名と
なった。残業代を支払わないがための方便・
詭弁・強盗の論理としての名ばかり管理職。
管理職の名前をあてがうことで、長時間労働
に追い込み、残業代も支払わない、二重・三
重の悪質さだ。働き人の約 1900 万人が年収
200 万円未満である。貧困の蔓延。
　働き人は＜過労死＞か＜貧困＞しかないの
か。
　「それを言っちゃあお終いよ」とは寅さん
の台詞であったか。死んだらお終いだ。しか
し、現実には、死に追い込まれる人が後を絶
たない。1998 年から年間３万人が自殺して

元労働基準監督署長・大野義文の

東風烈風

一回きりの人生　輝いて生きよう

第 13回
1950年1月生まれ。1980.4～2010.3退職まで、
広島、山口、徳島、高知の監督署・局で勤務

いる日本。これを、総理大臣は「美しい国」
と形容した。
　精神疾患も、彼・彼女をそういう状態に追
い込んだ社会の在り方・企業の考え方・働か
せ方等に原因がある。
　アリバイ的な行政は、もうお終いにしたい。

「規制緩和」の悪しき例を述べてみよう。
１）1 日２時間の残業規制撤廃（女性につい
て）。均等法導入のため、との方便であったが、
なぜ男女とも２時間規制にしなかったか。（フ
ランスは 35 時間／週で１日の実労働時間は
10 時間まで）。２時間規制をしておれば、こ
れほどまでの野放し的長時間労働はなかった
であろう。

２）８時間労働制の実質的否定。考え方を
180 度転換した。即ち「労働時間の規制は１
週間単位の規制を基本として……１日の労働
時間は１週間の労働時間を各日に割り振る場
合の上限として考える」（1988 年１月１日基
発１号）。

３）2006 年に導入された「医師による面接指
導」の要件の労働時間の長いこと。週 40 時
間を超えた１カ月の「時間外・休日労働時間
数」が、「100 時間！！」を超えた場合だと。
　働き人は団結の中でしか自由と尊厳を獲得
し、生きられないことをしっかり見据えてお
きたい。
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電産型賃金

　電産型賃金というものについて聞いたこと
があるでしょう。電気産業労働組合協議会（電
力各社の組合の連合体で産業別組合を目指し
ていた）が 1946 年 10 月の闘争で勝利して
獲得した賃金体系のことです。これは当時、
日本の賃金闘争史上画期的なものとして大き
な関心を呼び、その後の日本の賃金形態に指
導的な影響を与えました。
　これが関心を呼んだのは、全国労働者の切
実な要求を労働運動の力で実現したものだっ
たからです。敗戦直後の当時、労働者が食っ
ていくのは並大抵のことではなかった。諸争
議は一様に「食っていける賃金」「生活を保
障しうる最低賃金」の要求を掲げます。電産
型賃金はこの「生活保障給」が中心的位置を
占めます。もうひとつの軸になったのが「公
平性」。資格、学歴、職階、性別によって形
式的権威的に賃金を決めるのではなく、年齢、
家族数、勤続期間、実際的能力など、労働者
が納得できる基準で公平に決めようという。
戦前の身分差別への反感が強かった当時、こ
の思想は新鮮でした。そして電産型賃金はわ
かりやすかった。戦時中の賃金は無数の細か
い手当に基本給が埋もれてしまって、自分の
賃金がなぜこれだけになるのか誰もわからな
い。それを整理して「自分の賃金」を把握可
能なものにしたのです。
　しかし、電産型賃金は世界的には奇異に感
じられたようです。そのころ世界労連（当時
存在した労働組合の国際組織）の視察団が訪

日しました。その報告書は「日本では賃金が
労働者の能力、なされた仕事の質と量ではな
く、家族数や年齢、勤続年数などで決められ
る。これは間違いだ」と述べています。欧米
の賃金思想からすれば当然の批判で、生活給
中心の電産型賃金にも疑問がもたれたはずで
す。
　けれども当時の社会では、先にも言った通
り、生活給中心主義には理由があった。生活
給（最低賃金制につながる）か、仕事の質と
量に応じた賃金（同一労働同一賃金につなが
る）かが論争問題になるのはその後のことで
す。この議論について皆さんはどう考えるで
しょうか。
　こんにち多くの労働者の賃金が最低の生活
を支えるにも足りない水準に陥っている現実
があります。その中で私たちはどういう賃金
思想をうち立てるべきでしょうか。このとき
忘れてはならないことがもうひとつあります。
電産協は賃金決定に介入したどころか交渉過
程をほとんど主導したのであったことです。
賃金は資本側が勝手に決めるのであってはな
らない。いま私たちは、私たちの生活を支え
るに足りる賃金、私たちの労働にふさわしい
賃金について広く議論を始めなければなりま
せん。どちらが賃金思想として正しいかはと
もかく（私は両方とも大切だと思う）、賃金
は労働運動の中の議論から導き出される、労
働者の誰もが納得できる社会的基準によらな
ければならないでしょう。このことを考える
私たちに、電産型賃金はいまも大きな勇気を
与えます。

戦後労働運動史の中から
伊藤 晃　日本近代史研究者

第４回 1941 年北海道生まれ。『無産政党と労働運動』（社会評論社）
『転向と天皇制』（勁草書房）『日本労働組合評議会の歴史』（社
会評論社）など著書多数。国鉄闘争全国運動呼びかけ人
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　９月８日、昨年 12 月に開
設した「ふくしま共同診療所」
の報告会に参加してきました。
ＪＲ福島駅前にある会場に着
いた時には、150 以上はあろう
と思われる座席はほぼ満席で
した。福島診療所建設委員会
の方に聞いたところでは、その
うち 100 人を超える参加者
は地元福島の人たちで、小さ
なお子さんを連れた診療所の
患者さん家族、福島市内の医
療関係者、学校や自治体関係
者など、多様な人たちの参加
があったとのことでした。ふ
くしま共同診療所が様々な妨
害や誹謗中傷を受けながら
も、着実に注目されて福島に
根づき始めていることを確信
できました。

子どもたちの被曝の現実
　ふくしま共同診療所の松江
寛人院長のレポートは衝撃的
で、570 程度の症例にもとづ
いた報告でしたが、福島で現
在進行している被曝の実態に
戦慄するほかありませんでし
た。ふくしま共同診療所で実
施している子どもたちへの甲
状腺検査と、福島県が県立医
科大を中心にして行なってい
る県民健康管理調査の甲状腺
検査が、似て非なるものであ

れていくのかどうかさえ曖昧
な現実があります。

福島の圧殺を許さない！
　東京オリンピック招致のた
めのＩＯＣ総会では、安倍首
相が「（原発事故による）健
康問題は今までも、現在も、
そして将来もまったく問題な
い」と、何の根拠もない大ウ
ソを言い放ちました。一国の
首相の「国際公約」を実現す
るために、福島県立医科大を
頂点にする体制は、ますます
戦慄すべき現状を隠蔽するこ
とに全精力を注ぐだろうこと
は火を見るより明らかです。
　福島の怒りは大爆発しよう
としています。そして、その
結集拠点としてふくしま共同
診療所があります！ 開設か
らわずか９ヶ月、ふくしま共
同診療所が築きつつある地平
は絶大です。「すべての原発
いますぐなくそう！全国会議」

（ＮＡＺＥＮ）の仲間ととも
に、第２期建設を含めた全国
的支援を結集させましょう！

ることが暴露されました。県
の検査では、「５ミリ以下の
結節と 20 ミリ以下ののう胞
は問題ない」ものとして扱わ
れて、「２次検査の必要なし」
とされています。しかし、ふ
くしま共同診療所の検査によっ
て明らかになったのは、県の
検査でＡ１ないしＡ２＝「異
常なし、２次検査の必要なし」
とされた子どもたちの甲状腺
全体に、１ミリ以下の微小な
のう胞がびっしりと発生して
いる例が 17 ％も発見されて
います（！）。これこそ原発
事故による被曝の影響ではな
いですか！
　この報告会で明らかにされ
たさらに重要な問題は、こう
した福島の子どもたちの現状
を、長期にわたって粘り強く
詳細に追跡検査してく必要が
あり、がんをはじめとする疾
病の早期発見が大切だという
ことです。ところが、県の検
査でＡ１ないしＡ２と判定さ
れて「異常なし、２次検査の
必要なし」とされた子どもた
ちについては、〝病気〟では
ないとしてカルテの作成もそ
の５年間保存も法的に義務づ
けられてはいません。つまり、
長期にわたる粘り強く詳細な
追跡検査の基礎データが残さ

―反戦共同行動委員会―

ふくしま共同診療所報告会に参加して
反戦共同行動委員会事務局長　北島邦彦

―反戦共同行動委員会――反戦共同行動委員会――反戦共同行動委員会―

ふくしま共同診療所報告会に参加して
―反戦共同行動委員会―地平線

ふくしま共同診療所報告会に
160 人が集まった（９月８日）


